
要　旨

近年，製品の軽量化，低コスト化を目的とし，機械的強

度，耐熱性などの点から金属材料が使用されていた部品に

対し，PPS（ポリフェニレンサルファイド）などをはじめと

する高剛性，高耐熱樹脂への代替が進められている。樹脂

化によって後加工レスのネットシェイプ成形が可能になり，

製造コストの低減が期待される。

樹脂のネットシェイプ成形では，収縮の異方性や残留応

力による変形によって，高い寸法精度を確保することが困

難であったが，三菱電機ではこれら寸法精度悪化の要因を

極力排除した成形法を開発し，金属部品と同等の寸法精度

を確保することを可能にした。

この成形法では，金型内での冷却後，金型を開いてから

も高精度が要求される部位を金型に拘束させて冷却し，金

型形状の転写精度を向上させる。一方，高精度を必要とし

ない部位では，金型を開くと同時に拘束を外して成形品内

部の残留応力を解放し，必要な寸法精度を得るという特徴

を持つ。また，通常の成形法で得られた成形品と比較して

成形品内部の残留応力が低減されているため，使用環境下

における経時的な変形を抑制できる特長も併せ持つ。

高精度射出成形技術を適用した製品例�

1. 給湯機用ミキシングバルブ�
（主要部品のオール樹脂化）�

2. 二つ折り携帯電話用ヒンジ� 3. 携帯電話の意匠筐体（きょうたい）�

断面評細�

マグネシウム→樹脂化�

ネットシェイプ成形を可能にする高精度射出成形技術の開発によって，これまで高強度，耐熱性などが必要とされるため金属で構成されてい
た部品を樹脂化することが可能となった。この成形法は，結晶性材料又は繊維強化され収縮の異方性を持つ“寸法精度が出しにくい”樹脂材料に
対しても有効であり，PPSやPA（ポリアミド）などを用いた部品が当社製品に適用されている。

金属から樹脂への代替を可能にした高精度射出成形品
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